
日々開発されるケーブルテレビ関連機器を、技術スタッフが
厳しい目でチェック！ 実用性に焦点を当てて報告します。
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今回は光ファイバによる「HD-SDI信号伝送」を紹介します。

ケーブル技術スタッフの機器チェック！

HD-SDI信号伝送
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私たちケーブルテレビ局の技術者は、プ

ライマリーIP電話やインターネットなどミッ

ションクリティカルな双方向アプリケーショ

ンに加え、コミュニティチャンネル（コミチャ

ン）放送のためのデジタル放送機器の安

定動作に目を光らせています。

今回は光ファイバによるHD-SDI信号

伝送を紹介します。HDはHigh Definition 

「 高 精 細 」の略です。S D IはS e r i a l 

Digital Interfaceの略でシリアル・デジタ

ル・インターフェースとなります。

光伝送の対象とするHD-SDI信号は出

力電圧800m V、クロック周波数（f c）

1.4835GHz（1125/59.94/I）です。光

伝送装置はブラックマジック社のミニコン

バータです。外観を写真１に示します。光

ファイバ2心を送信用と受信用に使用しま

す。光コネクタはLCコネクタです。LCコネ

クタはケーブルテレビではなじみがありませ

んが、米国製伝送装置ではよく使用されて

います。ケーブルテレビの光ファイバネット

ワークに接続するため、片端SC-APCコネ

クタ−片端LCコネクタの光ファイバコード

を利用し接続します。この光コネクタ変換

コードの入手は容易です。他に電源コネク

タと同軸用送信受信コネクタがあります。

光ファバの距離で10Km離れたスタジオと

本社を結びます。

写真１は本社側に設置したミニコンバー

タです。写真2はスタジオ側に設置したミニ

コンバータです。今回はスタジオから本社

への一方通行で利用しているので、同軸

ケーブルの接続位置が違うのがよくわかり

ます。将来、折り返し信号の伝送などに利

用できます。許容光損失は最大14dBです。

1.3μmのシングルモード光ファイバで

10Kmは問題なく接続できます。

ミニコンバータをそれぞれに設置し、相

手側が送信で自分側が受信となるように

配線します。ミニコンバータは同軸と光のイ

ンターフェース変換のメディアコンバータと

して機能します。機能は簡単で、エラー訂

正などはありませんが、安価で環境条件が

よければ安定して動作することが期待でき

ます。安価なので予備品を用意するのは

簡単です。配線後映像モニタに映るのを

確認するだけでなく、スペクトラムアナライ

ザやSDIモニタで信号品質を確認します。

光H D-S D I信号とミニコン

バータの特性を良く理解すれば、

導入コストが安価で安定した

サービスをユーザに届けられるも

のと考えます。

写真1：本社に設置した光伝送装置外観 写真2：スタジオ側に設置した光伝送装置


